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自
治
体
の
危
機
管
理
と
民
間
医
療

　

災
害
や
事
故
の
発
生
に
医
療
は
不
可
欠
で
あ
る
。
自
治

体
の
危
機
管
理
は
、
救
急･

救
命
や
保
健
医
療
、
そ
れ
に

公
衆
衛
生
や
薬
事
な
ど
、
医
療
行
為
と
一
環
し
た
課
題
と

し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
自
治
体
は

危
機
管
理
を
医
療
と
は
別
の
事
案
と
し
て
、
２
つ
を
別
個

に
扱
っ
て
き
た
節
が
見
え
る
。
国
に
お
い
て
も
内
閣
府
や

総
務
省
、
そ
れ
に
国
土
交
通
省
な
ど
が
主
管
す
る
危
機
対

応
が
、
厚
生
労
働
省
の
管
轄
で
あ
る
災
害
医
療
と
ど
れ
だ

け
密
接
に
連
携
し
て
き
た
か
、
心
も
と
な
い
と
い
う
印
象

が
残
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る
事
案
に
限
っ
て
も
、
救
急

と
救
命
と
医
療
救
護
は「
医
政
局
」、
公
衆
衛
生
は「
健
康

局
」、
そ
れ
に
心
の
ケ
ア
は「
社
会
・
援
護
局
」と
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
部
署
が
担
当
し
て
い
る
。
同
様
に
避
難
所

な
ど
で
発
生
す
る
カ
ゼ
な
ど
感
染
症
は
、
保
健
所
の
担

当
で
あ
る
。
し
か
し
、
避
難
生
活
が
長
期
化
し
布
団
な

ど
に
発
生
す
る
シ
ラ
ミ
や
ノ
ミ
な
ど
の
駆
除
は
、
自
治

体
が
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な

方
向
か
ら
飛
ん
で
く
る
指
示
、
予
想
を
超
え
る
施
策
の

必
要
な
ど
、
首
長
の
危
機
管
理
に
終
わ
り
は
見
え
な
い

（
坂
元
、
２
０
１
３
）。

　

災
害
現
場
で
医
療
活
動
に
従
事
し
て
き
た
上
原
鳴
夫
・

東
北
大
名
誉
教
授
は
、
行
政
が
実
施
し
て
き
た
危
機
対

応
に
医
療
の
面
か
ら
き
び
し
い
批
判
を
下
し
て
い
る
。
同

氏
の
意
見
に
よ
る
と
、
災
害
に
関
連
す
る
法
令
や
そ
れ

に
も
と
づ
く
地
域
防
災
計
画
は
、
基
本
認
識
や
枠
組
み

の
点
で
実
際
の
災
害
規
模
と
大
き
く
か
け
離
れ
て
き
た
。

同
氏
の
意
見
に
よ
る
と
、
地
域
防
災
計
画
は
災
害
に
つ

い
て
局
地
的
な
規
模
に
限
定
し
て
き
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
中
身
は
防
災
や
復
興
が
中
心
で
あ
っ
た
。
災
害
疫

学
、
災
害
保
健
管
理
、
要
援
護
者
へ
の
対
応
な
ど
、
被

災
者
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
観
点
が
、
こ
れ
ま
で

の
自
治
体
の
危
機
対
策
に
は
欠
け
る
と
上
原
氏
は
主
張

し
て
い
る（
上
原
、
２
０
１
３
）。

　

日
本
で
は
医
療
法
人
や
医
師
個
人
に
よ
る
民
間
の
医
療

施
設
が
、
医
療
機
関
全
体
の
70
・
６
％
を
占
め
る
。
病
院

の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
中
小
規
模
で
あ
る
。
救
急
患
者
の

搬
送
の
過
半
数
は
、
そ
れ
ら
中
小
の
民
間
施
設
が
受
け
入

れ
て
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
で
は
、
個
別
の
専

門
に
も
と
づ
く
開
業
医
が
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
る
。
個

人
経
営
の
診
療
施
設
が
、
地
域
で
住
民
の
健
康
を
守
る
役

割
を
果
た
す
、
日
本
で
は
ご
く
普
通
に
目
に
す
る
地
域
医

療
の
光
景
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
構
図
で
、
発
災
後
に
は
医
療
へ
の
需
要
が
急

増
す
る
。
自
治
体
は
そ
う
し
た
要
望
に
素
早
く
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
医
療
に
従
事
す
る
人
び
と
や

医
療
資
源
を
抱
え
る
病
院
は
、
大
半
が
民
間
部
門
に
属
す

る
。
そ
の
こ
と
を
、
首
長
や
自
治
体
は
改
め
て
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
災
害
対
応
の
中
心
に
な
る
自
治
体
は
、
不

測
事
態
の
発
生
に
際
し
て
民
間
の
医
療
機
関
や
医
師
、
看

護
師
な
ど
と
、
ど
う
連
携
す
る
か
、
そ
の
こ
と
を
平
時
か

ら
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
災
害
医
療
の
分
野

で
は
、
自
治
体
と
民
間
と
の
協
働
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
を
自
治
体
の
事
前
準
備
策
に
取
り
込
ん
で
お
く
必
要

が
あ
る
。
先
述
の
上
原
氏
は
、
事
前
準
備
を
い
か
に
進
め

る
か
、
そ
こ
に
災
害
医
療
の
成
否
が
か
か
る
と
断
言
し
て

い
る
。

救
急
・
救
命
体
制
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

　

自
治
体
に
関
係
す
る
災
害
医
療
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
き
っ
か
け
に
２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）に
創
ら
れ
た

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（D

isaster M
edical A

ssistance T
eam

）
と

略
称
さ
れ
る「
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
」制
度
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
大
地
震
や
大
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
現
場
に

駆
け
つ
け
、
救
急
・
救
命
治
療
を
行
う
専
門
的
な
医
療

チ
ー
ム
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
災
害
死
を

防
ぎ
得
た
事
例
が
あ
っ
た
。
災
害
事
の
救
急
・
救
命
制
度

が
整
っ
て
お
れ
ば
、
命
が
救
わ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
犠
牲

者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
教
訓
か
ら
生
ま
れ
た
の
が

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
あ
る
。

災
害
と
医
療
─
首
長
の
留
意
点

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　

中
邨
　
章

の市都
リスクマネジメント

第47回



FEBRUARY 2014 市政市政 FEBRUARY 201445

　

首
長
の
な
か
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
関
し
て
誤
解
を
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
人
び
と
も
い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
自
治
体
で

発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
医
療
活
動

を
つ
づ
け
る
組
織
で
は
な
い
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
ほ
ぼ
48
時
間

以
内
に
被
災
現
場
に
到
着
し
、
被
災
地
で
病
院
の
支
援

や
負
傷
者
の
搬
送
な
ど
、
救
急
や
救
命
活
動
を
つ
づ
け

る
が
、
初
期
対
応
が
終
わ
る
と
現
場
を
離
れ
る
チ
ー
ム

で
あ
る
。
目
的
は
あ
く
ま
で
も
発
災
直
後
の
救
急
と
救

命
活
動
に
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
、
都
道
府
県
、
国
立
病
院
機
構
等
は
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
運
用
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
と
に
都
道
府
県
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
指
定
医
療
機
関

を
決
め
、
運
用
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
関
係
す
る
機

関
と
取
り
決
め
を
結
ぶ
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
か
ら
国
立
病
院
機
構
災
害
医

療
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
関
わ
る
医
療
関
係
者

の
養
成
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。
２
０
１
１
年
６
月
末

の
状
況
で
、
全
国
に
８
８
２
件
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
あ
る
。
そ

の
中
身
は
、
医
師・１
８
０
２
名
、
看
護
師・２
１
８
１
名
、

業
務
調
整
員
・
１
３
７
４
名
で
あ
る
。
２
０
１
２
年
７
月

現
在
、
６
１
８
件
に
上
る
病
院
が
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
災
害
拠

点
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
保

有
す
る
こ
と
が
拠
点
病
院
の
指
定
要
件
で
な
い
た
め
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
回
答
の

あ
っ
た
４
８
９
病
院
中
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
準
備
し
て
い
る
病

院
は
３
１
４
件（
64
・
２
％
）に
止
ま
っ
て
い
る（
厚
生
労
働

省
．２
０
１
１
年
7
月
27
日
．「
災
害
医
療
等
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」）｡

　

医
療
活
動
の
効
率
的
な
運
営
に
情
報
は
不
可
欠
で
あ
る
。

都
道
府
県
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
医
療
活
動
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
医
療
情
報
を
集
約
し
、
そ
れ
を
各
機
関
に
提
供

す
る
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（Em

ergency M
edical Inform

ation 

System

）と
呼
ば
れ
る
制
度
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
」と
訳
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
災
害
が
発
生
し
た
際
の
医
療
資
源
情
報
や

緊
急
情
報
、
そ
れ
に
患
者
受
け
入
れ
状
況
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

活
動
状
況
な
ど
を
都
道
府
県
で
集
め
、
被
災
現
場
の
医

療
関
係
者
や
他
の
自
治
体
に
提
供
す
る
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
２
０
１
２
年
７
月
の
時
点
で
、
こ
の
制
度

は
宮
城
県
、
島
根
県
、
徳
島
県
、
長
崎
県
、
宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
を
除
く
都
道
府
県
で
整
備
が
終
わ
っ

て
い
る
。
今
回
の
大
震
災
で
は
、
宮
城
県
で
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
が

整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
被
災
地
の
一
部
で
電

源
が
不
足
し
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
か
っ
た
な
ど

の
事
例
も
出
て
い
る
（
厚
生
労
働
省
．２
０
１
１
年
10
月
．

「
災
害
医
療
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」）。

救
命
・
救
急
か
ら
地
域
医
療
へ
の
移
行

  

東
日
本
大
震
災
で
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、

福
島
県
、
そ
れ
に
茨
城
県
を
舞
台
に
活
動
し
た
。
47
全

都
道
府
県
か
ら
医
療
班
の
派
遣
が
あ
っ
た
が
、
活
動
チ
ー

ム
数
は
約
３
８
０
チ
ー
ム
、
人
数
に
し
て
約
１
８
０
０
名

に
も
及
ぶ
医
療
関
係
者
が
活
動
に
参
加
し
た
。
活
動
期

間
は
発
災
日
の
３
月
11
日
か
ら
22
日
ま
で
の
延
べ
12
日

間
に
な
っ
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
も
と
も
と
72
時
間
を
活
動

期
間
の
目
安
と
し
て
き
た
が
、
今
回
、
災
害
規
模
が
大

き
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
滞
在
時
間
が
大
幅
に
延
長
さ

れ
た（
同
上
）。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
外
傷
を
負
っ
た
人
び
と

が
多
数
に
上
っ
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
も
そ
う
し
た
外
傷
者
へ
の

対
応
を
念
頭
に
組
織
が
創
ら
れ
て
き
た
が
、
東
日
本
大

震
災
で
は
津
波
に
よ
る
死
者
や
行
方
不
明
者
が
多
く
、

初
期
段
階
で
は
負
傷
者
の
医
療
ニ
ー
ズ
が
少
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
要
望
は
、
発
災
後
３
日
〜
７
日
後
か
ら
増
え
、

患
者
を
被
災
地
か
ら
他
の
病
院
に
避
難
搬
送
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
例
が
増
え
た
。
そ
の
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は

負
傷
者
へ
の
対
応
よ
り
、
患
者
の
搬
送
に
よ
り
時
間
を

割
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
現
場
を
離
れ
る
と
、
被
災
地
で
は
慢
性

疾
患
を
抱
え
る
被
災
者
な
ど
を
対
象
に
し
た
地
域
医
療
、

そ
れ
に
飲
み
水
や
感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
、
健
康
問
題

や
保
健
な
ど
を
焦
点
に
し
た
公
衆
衛
生
の
維
持
が
課
題

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
大
震
災
で
は
、
急
性
期

か
ら
中
長
期
の
医
療
体
制
へ
の
移
行
が
順
調
に
い
か
な

か
っ
た
。
中
長
期
の
医
療
の
提
供
体
制
が
、
十
分
、
準

備
出
来
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。
次
回

は
、
そ
の
辺
り
の
課
題
を
中
心
に
稿
を
進
め
る
。
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